
能登エールアートプロジェクト
～サポート企業募集中！～



BACKGROUND

支援を“終わらせない”ために。

能登半島地震、そして奥能登豪雨から時間が経過する中、能登への関心や応援の気持ちの

「風化」が懸念されています。

真の復興には、一時的な寄付やボランティアだけでなく、誰もが継続的に想いを寄せ続けら

れる持続可能な仕組みが不可欠です。

能登エールアートプロジェクトは、石川県観光ブランドプロデュサーを務められている松任

谷由実さんの楽曲や世界観をイメージし、アートとメッセージを通じて全国と能登を繋ぐ

「参加型アートプロジェクト」です。

楽曲提供・協力：松任谷由実さん

通称ユーミン。1972年、荒井由実として「返事はいらない」
でデビューし、73年にアルバム「ひこうき雲」を発表。独自
の写実的な歌詞とファッション性の高いメロディで「ニュ
ー・ミュージック」を確立し、J-POPの源流となった。76年
に松任谷正隆と結婚後は松任谷由実名義で活動。90年には日
本人初のアルバム200万枚超を達成。演出にこだわったスペク
タクルなコンサートでも知られ、国内外で話題を集めた。
2022年には6年代連続オリコン1位という快挙でギネス世界記
録認定。

“思いつづけることも、支援のひとつ。”



CONCEPT

全国の想いを、能登へ届ける。

■PROJECT FLOW

企画の目的

アートでつなぐ、「だれでも参加できる」復興支
援。「忘れない」「つながり続ける」復興支援の
新しいかたちを生み出す。

2026年の強化点

Step1
松任谷由実さんの本キャン
ペーン対象楽曲をテーマに

全国から作品募集

Step2
対象楽曲から連想した能
登への応援（エール）を

絵はがきで表現

Step3
全国からの絵はがきを能登
各地で展示し全国からの

応援を可視化

ユーミンの楽曲をテーマに、応援の気持ちを「エールアート」として募集・展示する参加型プロジェクト。

昨年始まった本キャンペーンにプレゼント企画や
協賛連携を加えることで、「応援する」だけでな
く「能登を知る・好きになる」接点へ広げる。



PLAN 2026

2026年度キャンペーン概要

■募集期間：2026年7月1日～10月31日(予定)
■展示期間：2026年12月1日～2027年4月(予定)
■プレゼント発送：調整中

■テーマ楽曲(素案)
・Hello，my friend
・卒業写真
・生まれた街で
・Cinnamon(※ニューアルバムより)
・acacia [アカシア]
・春よ、来い

■応募形式：全国から郵送による応募(団体でのまとめて応募歓迎)



RESULT 2025

2025年度の成果：全国から2300以上のエール

2,301枚

全国から届いたエールアート応募数

能登での展示会場

・のと鉄道普通列車内
・のと鉄道穴水駅待合室
・ワイプラザ輪島休憩所
・のと里山空港「NOTOMORI」
・能登食祭市場モントレーホール
・七尾駅 待合室
・内灘役場
・輪島市役所
・能登町役場 作品一覧



PSPONSORSHIP

能登での絵はがき展示

2026年度も昨年度に引き続き、全国から届いたエールアートはがき現物をパネルにて展示予定。
交通機関/商業施設/役場など下記展示会場、能登各地約10か所程度を想定。

エールアートはがきへの感想
を残せるような仕様追加も

検討中

能登での展示会場(予定)

・のと鉄道 穴水駅
・ワイプラザ輪島 休憩所
・のと里山空「NOTOMORI」
・能登食祭市場
・道の駅 すずなり

・珠洲市役所
・輪島市役所
・能登町役場
・内灘役場

など



PLAN 2026

2026年度は、“参加の熱量”をもう一段高める

感謝の還元 参加ハードル低下 地域経済への貢献

絵はがきを贈ってくれた方から
抽選で能登の特産品などをプレ
ゼント。

「描く」ことのモチベーション
を高め、より幅広い層からの応
募を後押し。

参加者が能登の魅力を知り・体
験し、ファンになるきっかけを
創出。

応募への新たなエンジン：能登の魅力プレゼントキャンペーンを実施



PLAN 2026

能登からのありがとう便（ご協賛社様要相談）

エールアートへの感謝を全国へ還元

ご応募いただいた方の中から、抽選で200名様（県内100名・県外100名）へ、能登の
特産品や工芸品を詰め合わせた「能登からのありがとう便」をプレゼントします。

応援を送っていただく体験を、能登の魅力にふれていただく体験へとつなげることで、
能登とのつながりをより深めていく企画です。
能登への関心を持ち続けてもらうとともに、関係人口の拡大や、いつか実際に能登を
訪れてみたいと思ってもらえるきっかけづくりを目指します。



RESULT 2025

2025年度の主要メディア発信・広報①

■エフエム石川：
キャンペーンスポット計1,285本放送(2026年3月末)

■北國新聞：
記事掲載9回、広告掲載多数(2026年3月末)

2025年7月27日(日)
北國新聞キックオフ紙面

2025年12月2日(火)
北國新聞記事

※2026年度も同様の展開を予定



RESULT 2025

2025年度主要メディア発信・広報②

■ユーミンご本人から全国へのPR(一部抜粋)

・8/8 TOKYO FM
全国37局ネット番組「Yuming Chord」：
ご本人からプロジェク紹介、作品募集の呼びかけ
https://www.tfm.co.jp/yuming/report/25172

・12/5 TOKYO FM  同「Yuming Chord」：
ご本人から3絵はがき展示についてご紹介
https://www.tfm.co.jp/yuming/report/44568

・公式Instagram：
本多の森ホールライブ会場での展示ご紹介
https://www.instagram.com/reels/DST6kMuEp3B/

「THE WORMHOLE TOUR 2025-26」
石川公演の開催日に会場本多の森北電
ホールでコラボ展示を実施。
コンサート最終日には「松任谷由実能
登復興ドローンショー」が実施され、
能登半島地震被災地へご本人から、

「私は、能登を忘れない。」
のメッセージをいただきました。

■ユーミンさんとのライブコラボ

※2026年度も同様の展開を予定

https://www.tfm.co.jp/yuming/report/25172
https://www.tfm.co.jp/yuming/report/44568
https://www.instagram.com/reels/DST6kMuEp3B/


PSPONSORSHIP

共に創る、新しい地域支援のカタチ(協賛の価値)

復興支援を通じたCSR

情報発信と地域支援の両立

深いユーザー共感

継続的な支援に参加する企業の姿勢を、
社会に対して明確に発信できます。

エフエム石川・北國新聞のメディアでの
露出にとどまらず、スポンサー企業様の
取り組みを全国へPRするプラットフォー
ムとして機能します。

一方的な広告ではなく、ユーザーが自ら
参加し体験するプロジェクトのため、企
業への深い共感とエンゲージメントを獲
得しやすい設計です。



①応援絵はがきを展示する「のと鉄道」列車内や、のと里山空港などの各会場の掲出物に本
キャンペーンの“協賛”として貴社名をロゴマーク入りで記載します。
また、エフエム石川ホームページ内のキャンペーン特設ページなどの掲出物すべてに貴社名
を記載します。

②エフエム石川で放送するキャンペーン告知ＣＭ内に貴社名を放送。(本数要相談)

③北國新聞での本キャンペーン特集紙面での掲載。(掲載面要相談)

中吊りイメージ展示パネルイメージ

PSPONSORSHIP

サポート企業様のPR

貴社オリジナルのイベント・キャンペーンなどを企画いたします！
お気軽にご相談ください。



応援を、風化させない。
思いを、目に見える力へ。

ご一緒いただけるパートナーを募集中！

能登へのエールの灯を絶やさず、さらに豊かな交流の輪へ。
私たちと共にこのプロジェクトを育てていただける
パートナー企業様をお待ちしております。


	スライド 1
	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4
	スライド 5
	スライド 6
	スライド 7
	スライド 8
	スライド 9
	スライド 10
	スライド 11
	スライド 12
	スライド 13

